
1 

 

福 井 市 下 馬 町 ５ １ － １ １  

福井県図書館協会報 Ｎｏ.４１      福井県立図書館内 福井県図書館協会発行 

お 泉 水 
２０１１年３月 

 

第７１回私立大学図書館協会 総会・研究大会 

「『場』としての大学図書館－図書館とラーニング・コモンズ－」 

９月９日（木）・１０日（金）、西南学院大学において、図書

館とラーニング・コモンズをテーマに研究大会が開催された。

本学でも導入を検討しているラーニング・コモンズとは、これ

までの自学自習や読書のために静寂を保った図書館としての空

間以外に作られた場のことである。多様化してきた学生の学力

レベル、授業形態に対応できるための図書館の利用教育や自立

的に問題解決を行う図書館中心の学習・コミュニケーションに

まで至る支援のために提供された空間を指す。学生同士で協力

し教え合うといった前向きな共同依存ができる場である。単に、

設備や備品等の環境を整備するだけでなく、図書館職員が積極

的に教育に関わり、学習する学生に学び方を教えるスキルが要

求される。学習支援が大きな役割のひとつとなるため教員から

の協力も不可欠であるが、図書館職員の専門知識に付加価値を

つけるため資質向上も重要となる。そのためにも大学の目指す

教育・学習の姿を知ることから始めることがラーニング・コモ

ンズを成功させる秘訣となる。今回参加して今後の大学図書館

の存在意義の中に大きく関わってくると思われるラーニング・

コモンズの必要性をあらためて強く感じた。 

（福井工業大学図書館 八十島 朋美） 

 

平成２２年度第１回東海北陸地区国立大学図書館協会 

研修会「図書館におけるデザイン・コーディネート」 

１０月８日（金）、名古屋大学附属図書館において開催され、

色彩コーディネートの基本を、それぞれ「空間」と「情報媒体」

で捉えた二講演が行われた。 

川角典弘氏による「色彩計画の基礎と空間デザイン」では、

実際の商品や建物の写真を用いながら、イメージ伝達は「色」

による影響が大きいというお話があった。また色彩のイメージ

や心理的作用を空間に活かすということで、スクールカラーを

建物の一部や家具に取り入れたり、空間を分けるにも色彩のデ

ザインで圧迫感なく仕切ったりできるという紹介があった。色

彩は視覚的メッセージを伝えるという言葉が印象的であった。 

寺田勝三氏による「色彩・配色の基礎とコンピュータ活用法」

では、紙やＷｅｂの情報媒体において、色彩と配色によって与

える印象を変えたり、情報を視覚的に示したりすることが可能

であるというお話があった。図書館でもパンフレットや各種講

習会チラシを作成することが増えているが、配色は重要である

が故に悩みの種である。さらに色覚障害の方へ配慮したカラー

バリアフリー、カラーユニバーサルデザインへの取り組みの紹

介もあった。 

（福井大学医学図書館 竹内 美佳） 

 

平成２２年度 国立国会図書館データベースフォーラム 

 

９月１５日（水）、国立国会図書館関西館において「さがす・

しらべる･よむ」をテーマに、データベースフォーラムが開催さ

れた。第１部は調べ物に役立つ１２種類のデータベースについ

て、第２部はデジタルアーカイブ事業の中心となる３種のデー

タベースについて、国立国会図書館が提供している様々なデジ

タルコンテンツについてデモンストレーションを交えながら使

い方の紹介があった。 

ここ何年かで国会図書館のＨＰは様変わりし、充実したもの

になったが、普段から使い慣れていないとデータベースはうま

く使いこなすことができないと感じていた。今回の研修により、

それぞれのデータベースの特徴をつかむことができたので、今

後のレファレンス業務にうまく取り入れていきたいと思う。 

 国会図書館のＨＰで提供されているデータベースは２０数種

程度あるが、その中から目的に応じてどれを使うのか、使う側

にも力量がある程度必要である。今、ＰＯＲＴＡやゆにかねっ

と、ＮＤＬ－ＯＰＡＣなどを統合し、新たなデータベース（国

立国会図書館サーチ：開発版を公開中）を構築しているところ

なので、平成２４年１月の公開が待ち遠しい。 

（福井県立図書館 井藤 久美） 

 

  平成２２年度東海・北陸地区 図書館地区別研修 

 

１２月７日（火）から４日間、金沢市において開催された研

修のうち、初日と２日目に参加した。 

「デジタル時代の図書館」と題する、国立国会図書館関西館

次長 山口和之氏の基調講演をお聴きした。電子書籍の現状と著

作権や利用方法、公共図書館がそれをどのように取り扱ってい

くのかといった課題を知る機会となった。電子書籍の貸出は、

小都市の図書館ではソフト、ハードの両面で環境整備が難しい

と感じた。２日目の高島涼子氏による「高齢者への図書館サー

ビス」では、「高齢者のニーズ」に対する私自身の先入観に気づ

いた。また、市町村の福祉サービスとの連携などで「図書館に

来られない高齢者を図書館に連れてくる」という考え方に深く

うなずいた。図書館を生き生きと利用される高齢者が増えるよ

う日々のサービスを見直したいと思う。結城正美氏の「環境文

学入門」では、『沈黙の春』や『苦海浄土』など、環境と人間、

自然と人間の関係をテーマとする作品が紹介され、環境コーナ

ーを持つ大野市図書館としては興味深い講義だった。 

この研修によって様々な情報に出会い、日々の業務を振り返

ることができ、有意義な時間を持つことができた。 

（大野市図書館 岸田 りえ子） 
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所  在  地 吉田郡永平寺町松岡下合月２３－３ 

竣工年月日 平成２２年３月２３日 

延 床 面 積  ２，４８４㎡ 

書架総延長 ４，９３３ｍ 

図書収容能力 １３７，０００冊 

開館年月日 平成２２年４月１日 

 

 

   
 

坂井市は、平成２３年１月から、システム統合による新図書

館システムの稼動を開始した。 

このシステム統合にあわせ、坂井市立図書館４館の休館日を

統一し、毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、１月を除く毎月第１

木曜日（祝日の場合は翌週の木曜日）とした。 

なお、新しい図書利用カードは４館共通のリライトカードで、

貸出中の資料のタイトルや返却期限などの貸出情報が、カード

の表面に印字されるようになっている。利用者には、「１枚のカ

ードで、坂井市立図書館のどの館でも本が借りられる」、「何枚も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井大学医学図書館は平成２２年４月にリニューアルオープ

ンした。今回の増改修のコンセプトは医学、看護に特化した学

習図書館として、電子ジャーナルやデータベースを活用した学

内研究情報基地として、さらに附属病院に掛かる患者さんのた

めの情報提供、関連病院を中心とした地域医療への情報貢献に

よる連携を目指すというものである。 

閲覧席を今までより８２席増やし、試験や国家試験の時期の

ための学習スペースの充実を図った。また、１階はエントラン

ス空間を広くし、カウンター前のラウンジスペースには、検索

コーナーとコミュニケーションスペース、また、企画展示可能

なスペースを設け、くつろげる空間としている。 

１階に設けられたメディアルームは、検索コーナーを設置す

るとともに、日常的にパソコンを使用できる環境を整備した学

習室としても活用してもらえる。そのための貸出用のノートパ

ソコンをカウンターに用意している。 

また、メディアルームと閲覧室とをパーテーションで区切る

ことで、図書館主催のデータベース・電子ジャーナル講習会等

にも活用することができる。 

この他、福井県関係医学資料と福井大学医学部関係資料を収

集・保管できる福井県医学資料室を設け、地域の医療関係者等

にも活用してもらうことができる。これから福井県の医学関係

資料の収集にも力をそそいでいく予定である。 

 

 

 

 

カードを持ち歩かなくてもいい」と好評である。図書等資料は１

０点、ＡＶ資料は４点までと、最大１４点まで２週間借りるこ

とができる。 

また、これまで独立して図書館毎に４つあったＨＰを坂井市

立図書館として１つにした他、４館合計約５８万冊の蔵書検索

や予約ができるようになった。携帯サイトからの予約や、予約

割当通知も受信できるようになり、携帯電話を使用する人から

の予約の増加も期待できそうである。 

さらに、図書館内のＯＰＡＣでは、資料検索だけでなく、利

用者自身での資料の予約や利用照会、また、書誌情報や所蔵場

所がわかるレシートプリントもできるようになった。利用者か

らは、「一度に市内図書館の本を探せる」、「レシートがあるから

本を探しやすい。今までより便利になったね」との声も聞かれ

るようになった。 

住民基本台帳カードでの貸出も開始した。４館のほか、県立

図書館、あわら市図書館、永平寺町立図書館でも利用できる。 

今後、この新しいシステムで、利用者の要望も取り入れなが

ら、より利用しやすい図書館となるよう、サービス向上に努め

ていきたい。 

図書館リニューアルについて（福井大学医学図書館） 

統一システムの運用開始について（坂井市立図書館） 

坂井市立図書館４館の図書利用カードが、

共通のリライトカードとなった。 
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福井県図書館協会 

６月２４日 平成２２年度総会 

１０月 ５日 

福井県図書館関係職員研修会（第１回） 

（兼･福井県公共図書館職員専門講座） 

 テーマ「国際子ども図書館児童文学連続講座」 

伝達講習 

 講 師：田中 智美（福井県立図書館 主任） 

 テーマ「読むという不思議」 

 講 師：清水眞砂子 氏（児童文学評論家・翻訳家） 

１１月２３日 

国民読書年記念 歴史講演会（共催事業） 

 テーマ「お江と徳川三代」 

 講 師：小和田哲男 氏（静岡大学名誉教授・文学博士） 

１月 
平成２３年度子どもの読書活動優秀実践図書館・ 

団体(者) 文部科学大臣表彰候補者選考 

 ３月 ２日 

福井県図書館関係職員研修会(第２回) 

 テーマ「書店に学ぶ陳列技術」（講義） 

 講 師：奥野 智詞 氏（株式会社紀伊國屋書店福井店） 

 テーマ「図書館資料のみせ方・生かし方」（事例発表） 

 発表者：小林 香織（福井県立図書館 主任） 

松川 順子（坂井市立三国図書館 館長補佐） 

安野 辰己（福井大学附属図書館 学務部 

学術情報課長補佐） 

３月 協会報「お泉水」No.４１発行 

 
 

福井県学校図書館協議会 

 ５月１０日 第１回福井県学校図書館協議会理事会 

 ５月２８日 第２５回全国学校図書館協議会総会 

 ６月 ８日 第１回福井県学校図書館協議会推進委員会 

 ７月 ６日 第２回福井県学校図書館協議会理事会 

 ８月 ４日 

   ～６日 
第３７回全国学校図書館研究大会 （静岡大会） 

 ８月１９日 

  ～２０日 
第１７回近畿学校図書館夏期セミナー（京都大会） 

８月２０日 近畿学校図書館連絡協議会 

 ２月 ３日 
第２６回全国学校図書館協議会総会 

都道府県ＳＬＡ事務局長会議 

 ２月１７日 第３回福井県学校図書館協議会理事会 

 ３月１５日 『福井県の学校図書館 第５６号』発刊 

 ４月～ ９月 
第３６回福井県小学生読書感想文コンクール 

(福井新聞社主催) 

 ６月～１０月 
第５６回青少年読書感想文全国コンクール 

(全国ＳＬＡ・毎日新聞社主催) 

 ９月～ １月 
第２２回読書感想画中央コンクール 

(全国ＳＬＡ・毎日新聞社主催) 

      （福井県学校図書館協議会事務局 畠山 正史） 

 

 

 

 

各図書館の主な動き 

４月 
岐阜県図書館との週１回定期便の 
運行開始 

福井県立図書館 

４月 
リニューアルオープン、記念展示 
「医学図書館のあゆみ」の開催 

福井大学医学
図書館 

４月 １日 
開館時間の延長（水・木・金：９：３０～
１９：００）、ものづくりコーナーの設置 

越前市中央 
図書館 

４月 １日 
開館時間の変更 
（火～木・土：９：３０～１８：００、金： 
９：３０～１９：００、日：９：３０～１８：００） 

越前市今立 
図書館 

４月２３日 
子どもの読書活動優秀実践図書館 
文部科学大臣表彰受賞 

福井市立みどり
図書館 

５月 中・高生による図書館部の結成 大野市図書館 

５月１４日 
池田町図書館協議会が「資料収集基本
方針（除籍基準を含む）」について答申 

池田町立図書館 

５月３１日 
美浜町生涯学習センター(仮称) 
建設委員会の設置 

美浜町立図書館 

７月 中学校への巡回図書の開始 
南越前町立 
河野図書館 

夏休み期間 開館時間の延長（金：９：３０～１９：３０） 勝山市立図書館 

夏・冬・春
休み期間 

火：臨時開館、開館時間の変更 
（火～土：９:００～１７:００、日：９：００ 
～１６:００） 

池田町立図書館 

９月１０日 
図書館資料の貸出に関する協定書の
締結 

あわら市図書館 
坂井市立図書館 

１０～１２月 図書館利用促進キャンペーンの実施 
県内全公共 
図書館 

１０月 創立１００周年記念特別展の開催 小浜市立図書館 

１０月 
保健センターでのブックスタート開始
（予防接種時） 

大野市図書館 

１０月１３日 館内利用者ＯＰＡＣの設置 池田町立図書館 

１１月 開館時間の延長（土：１０：００～１８：３０） 勝山市立図書館 

平成２３年 
１月 

坂井市立図書館４館のシステム統合 坂井市立図書館 

２月 １日 
「福井県内図書館総合目録」 
（横断検索）に参入 

おおい町立 
図書館 

 
 

平成２３年度研究集会および研修会（予定） 

名  称 開催地 期  間 

全国図書館大会 東京都 
平成２３年１０月１３日 

～１４日 

全国公共図書館研究集会 

総合・経営部門、サービス部門 
福岡県 

平成２４年 １月中旬 

～２月上旬の間 

全国公共図書館研究集会 

児童・青少年部門 
開催なし 

東海北陸地区 

図書館地区別研修 
愛知県 未  定 

東海北陸地区 

公共図書館研究集会 
岐阜県 

平成２３年１１月１７日 

～１８日 

日本図書館協会 

地方講習会 
三重県 未  定 

≪県内図書館界の動き≫ 
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≪ 平成２２年度県外研修参加状況 ≫ 

 

研  修  名 開 催 日 場 所 図 書 館 名 

第３０回児童図書館員養成専門講座 
６/２８～ ７/ ３ 
９/２７～１０/６ 

東京都 
福井市立みどり図書館 
福井市立桜木図書館 

第１２回高等専門学校及び技術科学大学図書館 
情報シンポジウム 

７/ １～ ２ 新潟県 福井工業高等専門学校図書館 

第１４回資料保存研修 ７/１５ 京都府 福井県立図書館 

中部ブロック点字図書館音訳担当職員研修会 ７/１５～１６ 愛知県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

第３７回全国学校図書館研究大会（静岡大会） ８/ ４～ ６ 静岡県 福井県学校図書館協議会 

第１７回日本医学図書館協会 医学図書館員基礎研修会 ８/ ９～１１ 富山県 福井大学附属図書館 

第１７回近畿学校図書館夏季セミナー（京都大会） ８/１９～２０ 京都府 福井県学校図書館協議会 

中部ブロック点字図書館サービス担当職員研修会 ９/ ２ 愛知県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

第７１回私立大学図書館協会総会・研究大会 ９/ ９～１０ 福岡県 福井工業大学図書館 

（石川県少子化対策監室）リーダー養成講座 ９/１０ 石川県 福井県立図書館 

国立国会図書館データベースフォーラム ９/１５ 京都府 福井県立図書館 

１５ｔｈ NEW EDUCATION EXPO ２０１０ ｉｎ 大阪 ９/１５ 大阪府 福井工業高等専門学校図書館 

第９６回全国図書館大会 奈良大会 
９/１６～１７ 

奈良県 

福井県立図書館 
若狭図書学習センター 
福井工業高等専門学校図書館 

９/１７ 坂井市立春江図書館 

日本図書館協会地方講習会 ９/２４ 石川県 
福井県立図書館 
福井市立桜木図書館 

第１回東海北陸地区国立大学図書館協会研修会 １０/ ８ 愛知県 福井大学附属図書館 

全国視覚障害者情報提供施設協会大会「専門分科会（録音）」 １０/１４～１５ 大分県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

図書館司書専門講座 １０/１８～２９ 
東京都 
(主会場) 

福井県立図書館 
福井市立図書館 
越前市中央図書館 

私立大学図書館協会２０１０年度西地区部会研究会 １０/２１ 愛知県 
福井工業大学図書館 
仁愛大学附属図書館 

中部ブロック点字図書館点訳担当職員研修会 １０/２８～２９ 岐阜県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

第２１回保存フォーラム １１/ ５ 東京都 福井県立図書館 

児童文学連続講座－国際子ども図書館所蔵資料を使って－ １１/ ８～ ９ 東京都 福井県立図書館 

全国公共図書館研究集会（サービス部門、総合・経営部門） １１/ ９～１０ 富山県 

福井県立図書館 
若狭図書学習センター 
福井市立図書館 
福井市立桜木図書館 

全国公共図書館 児童・青少年部門研究集会 １１/１８～１９ 香川県 
福井県立図書館 
若狭図書学習センター 

国立大学図書館協会シンポジウム １１/１９ 奈良県 福井大学附属図書館 

２０１０年私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会 
研修大会 

１１/１９ 石川県 福井工業大学図書館 

東海北陸地区 公共図書館研究集会 １１/２５～２６ 愛知県 福井県立図書館 

東海・北陸地区 図書館地区別研修 
１２/ ７ 

石川県 
福井県立図書館 

１２/ ７～ ８ 大野市図書館 

北陸地区県立図書館長会研修会 １/２１ 石川県 福井県立図書館 

全国視覚障害者情報提供施設協会 施設長研修会 １/２７～２８ 大阪府 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

第１８回総合目録ネットワーク事業フォーラム ２/１０ 京都府 福井県立図書館 

第２回公共図書館におけるデジタルアーカイブ推進会議 ２/２４ 京都府 福井県立図書館 

全国視覚障害者情報提供施設協会 「サピエ」研修会 ３/ ９～１１ 大阪府 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

 


